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 日本では、大みそかや元旦を一年の中でも大切

な日の一つと考えますが、ベナンでは、クリスマス

やその前後に開かれる地域のお祭りが、大みそか

以上に盛り上がるようです。年末年始も、12/25と

1/1しか、仕事は休みになりません。 

 各地区ごとにお祭りのようなものが開かれ、そ

れに参加するためには、地区の名前の入った布を

購入して服を作ります。私の住む地区では、布を買

うと、入場券・お弁当・飲み物４本のチケットが付

きました。それを食べたり飲んだりしながら、お揃

いの服を着た何百人もの人たちが、明け方まで、歌

ったり踊ったりして楽しんでいました。 

サンタが車に乗って街中

に挨拶していました。 

同じ柄の服を着た人がたくさん！！ 
交差点の像も同じ柄♪ 

私の服を作ってくれた

洋服屋さんと一緒に☆ 

お弁当の中身は、魚

のフライ、バナナの

素揚げに味付けご

飯。 

 12 月頃になると、左の写真のような恰好を

した子どもたちをたくさん見かけます。これ

は、タムタムと呼ばれる太鼓のリズムに合わ

せて、『カレタ』と呼ばれるサンタの格好をし

た子が踊ります。クリスマスに向けて、ちょっ

としたお小遣い稼ぎのようです。 

 右の写真は『エグングン』と呼ばれ、年に一

度この世に戻って来る霊が宿っていると信じ

られています。なので、絶対に触ってはいけな

いそうです。でも、カメラに向かって『ピース

✌』をしてくれる、ちょっとお茶目なエグング

ンでした。 

ダンスが上手にできた

ら、日本円で 20 円くら

いを渡します。 

全身布で覆われて、顔

も見えなくなっていま

す。(暑そう…) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ベナンのバレンタインデーは、日本のよ

うに『女性から男性へ』というわけではない

ようです。女性でも男性でも、あげたいと思

った人がプレゼントを贈ります。チョコレ

ートをあげる習慣はありません。これは、日

本だけかもしれませんね。でも、やはり日本

のように、片思いをしている人が、告白のチ

ャンスとしてバレンタインデーにプレゼン

トを贈ることもあるようで、それは、日本と

も似ていますね。ちなみに、『ホワイトデー』

は、ベナンにはありません。ホワイトデーの

話をベナン人にしたら、『面白い！』と、言

っていました。 

 いつも家の警備をしてくれている警備員

さんたちにチョコレートケーキをあげる

と、お礼に、素敵な花をくれました。 

  

花の部分がハンカチ

になっています♪ 

市販のチョコケーキに生

クリームをトッピング。 

①鍋敷き ②小物入れ、ポーチ、人形 

④髪留めゴム 

③キーホルダー 

⑤ピアス 

 写真にあるたくさんの素敵な商品は、ベナンで活動する隊

員の職場などで作られたものです。材料が何か分かります

か？ 

 ①～③までは、買い物した時にもらうビニールの買い物袋

です。ベナンで買い物をすると、何でもビニール袋に入れら

れます。使い終わったビニールを所構わず捨ててしまうの

で、街中ビニール袋のゴミであふれています。その再利用と

して、人形や小物入れなどが作られ、ただのゴミから大変身

です。 

 ④⑤の材料は、何でしょう？実は、魚のうろこです！うろ

こに色を塗り、花の形に重ねてゴムを付けたり、金具を付け

てピアスにしたりしています。 

 本来なら捨てられてしまう物も、ちょっとした工夫で、素

敵な商品に早変わり。日本人も、見習いたいですね。 


